
十
五

特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分

民
法
第
千
五
十
条
第
二
項

特
別
の
寄
与

別
表
第
二
の
生
活
保
護
法
等
の
部
中
十
六
の
項
を
十
七
の
項
と
し
、
同
表
の
厚
生
年
金
保
険
法
の
部
中
十
五
の
項

を
十
六
の
項
と
し
、
同
表
の
遺
産
の
分
割
の
部
の
次
に
次
の
一
部
を
加
え
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
配
偶
者
に
よ
る
使
用
）

第
千
三
十
八
条

配
偶
者
（
配
偶
者
短
期
居
住
権
を
有
す
る
配
偶
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）は
、

従
前
の
用
法
に
従
い
、
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
、
居
住
建
物
の
使
用
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

配
偶
者
は
、
居
住
建
物
取
得
者
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に
居
住
建
物
の
使
用
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

３

配
偶
者
が
前
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
居
住
建
物
取
得
者
は
、
当
該
配
偶
者
に
対
す
る
意
思
表
示
に

よ
っ
て
配
偶
者
短
期
居
住
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
配
偶
者
居
住
権
の
取
得
に
よ
る
配
偶
者
短
期
居
住
権
の
消
滅
）

第
千
三
十
九
条

配
偶
者
が
居
住
建
物
に
係
る
配
偶
者
居
住
権
を
取
得
し
た
と
き
は
、
配
偶
者
短
期
居
住
権
は
、
消

滅
す
る
。

（
居
住
建
物
の
返
還
等
）

第
千
四
十
条

配
偶
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
配
偶
者
短
期
居
住
権
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
居
住
建

物
の
返
還
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
配
偶
者
が
居
住
建
物
に
つ
い
て
共
有
持
分
を
有
す
る
場
合
は
、

居
住
建
物
取
得
者
は
、
配
偶
者
短
期
居
住
権
が
消
滅
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
は
、
居
住
建
物
の
返
還
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

２

第
五
百
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
百
二
十
一
条
の
規
定
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
配
偶

者
が
相
続
の
開
始
後
に
附
属
さ
せ
た
物
が
あ
る
居
住
建
物
又
は
相
続
の
開
始
後
に
生
じ
た
損
傷
が
あ
る
居
住
建
物

の
返
還
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
貸
借
等
の
規
定
の
準
用
）

第
千
四
十
一
条

第
五
百
九
十
七
条
第
三
項
、
第
六
百
条
、
第
六
百
十
六
条
の
二
、
第
千
三
十
二
条
第
二
項
、
第
千

三
十
三
条
及
び
第
千
三
十
四
条
の
規
定
は
、
配
偶
者
短
期
居
住
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

家
事
事
件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
八
節

遺
留
分
に
関
す
る
審
判
事
件
（
第
二
百
十
六
条
）」を
「
第
十
八
節

遺
留
分
に
関
す
る
審

第
十
八
節
の
二

特
別
の
寄
与
に

判
事
件
（
第
二
百
十
六
条
）

関
す
る
審
判
事
件
（
第
二
百
十
六
条
の
二

第
二
百
十
六
条
の
五
）」に
改
め
る
。

第
三
条
の
十
一
第
一
項
中
「
十
四
の
項
」
を
「
十
五
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
同
じ
。）」
の
下
に
「
及

び
特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
（
同
表
の
十
五
の
項
の
事
項
に
つ
い
て
の
審
判
事
件
を
い
う
。
第
三
条

の
十
四
及
び
第
二
百
十
六
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
三
条
の
十
四
中
「
審
判
事
件
」
の
下
に
「
又
は
特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
」
を
加
え
る
。

第
二
百
条
第
一
項
中
「
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
家
庭
裁
判
所
は
、
遺
産
の
分
割
の
審
判
又
は
調
停
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
相
続
財
産
に
属
す
る
債
務
の
弁
済
、
相
続
人
の
生
活
費
の
支
弁
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
遺
産
に
属
す

る
預
貯
金
債
権
（
民
法
第
四
百
六
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
預
貯
金
債
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）を
当
該
申
立
て
を
し
た
者
又
は
相
手
方
が
行
使
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
申
立
て
に

よ
り
、
遺
産
に
属
す
る
特
定
の
預
貯
金
債
権
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
者
に
仮
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
他
の
共
同
相
続
人
の
利
益
を
害
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
百
十
五
条
第
一
項
中
「
相
続
人
の
利
益
」
を
「
遺
言
の
内
容
の
実
現
」
に
改
め
る
。

第
二
百
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
算
定
す
る
」
の
下
に
「
た
め
の
財
産
の
価
額
を
定
め
る
」
を
加
え
る
。

第
二
編
第
二
章
第
十
八
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
十
八
節
の
二

特
別
の
寄
与
に
関
す
る
審
判
事
件

（
管
轄
）

第
二
百
十
六
条
の
二

特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
は
、
相
続
が
開
始
し
た
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判

所
の
管
轄
に
属
す
る
。

（
給
付
命
令
）

第
二
百
十
六
条
の
三

家
庭
裁
判
所
は
、
特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
に
お
い
て
、
当
事
者
に
対
し
、
金
銭

の
支
払
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
即
時
抗
告
）

第
二
百
十
六
条
の
四

次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
判
に
対
し
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一

特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判

申
立
人
及
び
相
手
方

二

特
別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判

申
立
人

（
特
別
の
寄
与
に
関
す
る
審
判
事
件
を
本
案
と
す
る
保
全
処
分
）

第
二
百
十
六
条
の
五

家
庭
裁
判
所
（
第
百
五
条
第
二
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
高
等
裁
判
所
）
は
、
特
別
の
寄
与

に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
判
又
は
調
停
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
強
制
執
行
を
保
全
し
、
又
は

申
立
人
の
急
迫
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
立
て
を
し
た
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
特

別
の
寄
与
に
関
す
る
処
分
の
審
判
を
本
案
と
す
る
仮
差
押
え
、
仮
処
分
そ
の
他
の
必
要
な
保
全
処
分
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
二
百
三
十
三
条
第
一
項
中
「
別
表
第
二
の
十
五
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
六
の
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
十
条
第
二
項
中
「
別
表
第
二
の
十
六
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
七
の
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
百
九
の
項
中
「
算
定
す
る
」
の
下
に
「
た
め
の
財
産
の
価
額
を
定
め
る
」
を
加
え
、「
第
千
二
十
九
条

第
二
項
」
を
「
第
千
四
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
百
十
の
項
中
「
第
千
四
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
千
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
民
法
第
九
百
六
十
八
条
、
第
九
百
七
十
条
第
二
項
及
び
第
九
百
八
十
二
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則

第
六
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日

三

第
一
条
中
民
法
第
九
百
九
十
八
条
、
第
千
条
及
び
第
千
二
十
五
条
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
七
条

及
び
第
九
条
の
規
定

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
施
行
の
日

四

第
二
条
並
び
に
附
則
第
十
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
及
び
第
二
十
三
条
か
ら
第
二

十
六
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

五

第
三
条
中
家
事
事
件
手
続
法
第
三
条
の
十
一
及
び
第
三
条
の
十
四
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
一
条
第
一
項

の
規
定

人
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
法

律
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（
民
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
の
原
則
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
開
始
し
た
相
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
附
則
に
特

別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
共
同
相
続
に
お
け
る
権
利
の
承
継
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
民
法
（
以
下
「
新
民
法
」
と
い
う
。）第
八
百
九
十
九
条
の
二
の
規
定
は
、

施
行
日
前
に
開
始
し
た
相
続
に
関
し
遺
産
の
分
割
に
よ
る
債
権
の
承
継
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
以
後
に

そ
の
承
継
の
通
知
が
さ
れ
る
と
き
に
も
、
適
用
す
る
。

（
夫
婦
間
に
お
け
る
居
住
用
不
動
産
の
遺
贈
又
は
贈
与
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

新
民
法
第
九
百
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
遺
贈
又
は
贈
与
に
つ
い
て
は
、適
用
し
な
い
。
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